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 金は価格下落が影響 

    販売量は前年比32％増 
1～6月金・プラチナ地金 

田中貴金属工業（田苗明社長）がまとめた2018年1

～6月の金とプラチナ地金の取扱状況によると、金・

プラチナとも販売量は前年同期に比べ2桁増となった

一方、買取量はマイナスだった。 

金の1～6月の合計販売量は1万1,559kgで、前年同

期 比31.9％ 増 加。買 取 量 は、同7.8％ 減 の9,454kg

だった。 

2月に米株式市場が史上最大の下げ幅となり、投資

先として金が選好され、ドル建て金相場は一時上昇し

た。その後、米連邦準備制度理事会（FRB）が利上げ

に踏み切るとの見通しから、市場に米金利先高感が拡

大し、金価格の上値を抑えた。6月には米中貿易摩擦

への懸念から、非鉄金属相場が下落。FRBが同月に追

加利上げに踏み切ったことで、金価格の下押し圧力が

強まった。これを受け、国内金価格も6月29日に期中

最安値の4,477円/gまで下げた。軟調な金相場を背景

に、6月の金地金販売量は16年10月以来の高水準とな

る2,935kgを記録した。 

プラチナの1～6月の合計販売量は4,573kgで、前年

同 期 比12.4％ 増 加。買 取 量 は 同10.6％ 減 の1,996kg

だった。 

プラチナは価格下落が進んだ。1月22日に3,678円/g

を付けた後、6月29日には期中最安値の3,117円/gをつ

け、高値との差は561円となった。田中貴金属は、欧

州におけるディーゼル車離れが出ていることで、

ディーゼル車の排ガス浄化触媒として使われるプラチ

ナの供給過剰感が市場に出ていると分析。プラチナ相

場を下支えしてきた中国の宝飾向け需要にも鈍化の兆

しが見えていることで、実需の面からも価格の下落が

進んだとみている。そうした中、国内の円建てプラチ

ナ価格は6月29日に期中最安値の3,117円/gを付け、販

売量を押し上げた。 

月平均金価格 金地金販売量 金地金買取量

（円/g） （kg） (kg）

1月 4,786 1,236 3,009

2月 4,675 2,201 1,144

3月 4,569 2,561 1,157

4月 4,654 1,070 1,450

5月 4,645 1,556 1,284

6月 4,581 2,935 1,501

合計 － 11,559 9,545

月平均プラチナ価格 プラチナ地金販売量 プラチナ地金買取量

（円/g） (kg) (kg）

1月 3,609 679 914

2月 3,537 370 226

3月 3,359 1,357 193

4月 3,297 814 249

5月 3,293 443 211

6月 3,237 910 203

合計 － 4,573 1,996

金地金販売・買取量

2018年

プラチナ地金販売・買取量

2018年
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亜鉛

2018年7月2日～7月13日（現地） 

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構

（JOGMEC）がまとめた2018年6月の亜鉛市況動向で

は、中国の需要減退や米中貿易摩擦激化への懸念が売

り材料となり、ロンドン金属取引所（LME）の亜鉛相

場は3,000ドルを割り込んだ 

6月は3,089ドルでスタート。上旬はドル安が進行

し、8日に発表された中国の5月貿易統計も好調だった

ことが亜鉛価格を下支えし、上昇基調となった。 

中旬は米朝首脳会談開催で政治リスクが意識され様

子見相場となる中、13日には米連邦公開市場委員会

（FOMC）が利上げを決定し、投機筋からの買いが停

滞。また、14日に中国政府が発表した固定資産投資

で、2018年累計の前年同期比の伸び率が1995年以降

で最低を記録し、同国の需要減退懸念が加速。15日に

は、知的財産権侵害問題を巡り米国が対中制裁の発動

を決定、中国もこれに対し報復措置を表明したことで

米中貿易摩擦への懸念が強まった。 

亜鉛は3,200ドル台の高値で推移していたものの、

下旬に入ると3,000ドル割れの水準に急落、26日には

2,895ドルの10か月ぶり安値をつけた。28日になる

と、中国大手製錬会社が亜鉛価格の下落等を理由に

10％の協調減産を行うとの報道が出たことで需給逼迫

懸念に転じ、価格は2,900ドル台を回復、2,948ドルで

月を越した。 

需給動向では、豪ニュー・センチュリー・リソーシ

ズの動向を紹介。8月に開始する豪・センチュリー鉱

山の尾鉱からの亜鉛生産計画で、同社は2018年第３四

半期の亜鉛生産量を4,000トン、第4四半期については

3万トンとの見通しを発表した。 

 中国需要減退・米中貿易摩擦懸念 

    亜鉛相場は3,000ドル割れ 
6月亜鉛市況動向 

CATVシステム機器を紹介 

「ケーブル技術ショー2018」に出展 
住友電工 

住友電気工業（井上治社長）は、7月19日（木）

～20日（金）に東京国際フォーラム（東京都千代田

区）で開催される「ケーブル技術ショー2018」に出

展する。 

ケーブル技術ショーは、「最先端ケーブル技術の

未来創造～人と地域と社会を結ぶ、情報通信インフ

ラの実現に向けて～」をテーマに、ケーブルテレビ

を支える最先端技術が国内最大級の規模で集結する

見本市。 

同社のテーマは、「Innovative Standards～高度

化 CATV システムの未来を見据えて～」。主な出展

品は、◇高度BSトランスモジュレータ◇10G-EPON

システム◇3.2GHz放送用光伝送システム◇高度BS

対応セットトップボックス。 

2018年12月から開始される新4K8K衛星放送（高度

BS）対応の最新製品を紹介するとともに、ケーブル

テレビの未来を見据えたソリューションを提案する。

具体的には、高度BSをケーブルテレビで再放送する

ため、デジタル変調方式のQAM信号に変換する「高度

BSトランスモジュレータ」や、高品質な高度BSパス

スルーサービスを提供する「高度BSシグナルプロ

セッサ」、「ACAS、MMT・TLV方式対応セットトッ

プボックス」を紹介する。 

また、「3.2GHz放送用光伝送システム」、「10G-

EPONシステム」等、4K8K放送や急増するトラフィッ

クに対応した最新のネットワークシステムもアピール

する。 今年のブースイメージ  
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【住宅】 

・平成30年5月の住宅着工戸数は79,539戸で、前年同

月比で1.3％増となった。また、季節調整済年率換 

算値では99.6万戸（前月比0.4％増）となった。 

・住宅着工の動向については、前年同月比で2か月連

続の増加となっており、利用関係別にみると、前年同

月比で持家、貸家は減、分譲住宅は増となった。 

・引き続き、今後の動向をしっかりと注視していく必

要がある。 

【アルミ圧延・押出品生産数】 

日本アルミニウム協会発表の圧延品の生産出荷動向

によれば板類・押出生産合計は前年比－2.6％、17万

1,786ｔ、5カ月連続マイナス。 

【板類】 

生産・出荷共に５カ月マイナス。 

缶材38,879㌧(▲4.0%)。ビール系飲料の低調に加え、

缶メーカーの在庫調整もあり、4カ月連続でマイナス。 

自動車15,545㌧(9.2%)。乗用車向けの需要増は継続

し、4カ月連続でプラス。 

輸出16,097㌧(▲7.0%)。5カ月連続でマイナス。 

【押出類】 

生産、出荷ともに2カ月連続プラス。 

建設37,457㌧(4.8%)。東京オリンピック･パラリン

ピックに向けた都市開発の整備に伴う建設向けの需要

増は継続し、2カ月連続でプラス。 

自動車11,558㌧(0.7%)。乗用車向けの需要増は継続

し、4カ月連続でプラス。 

【アルミニウム２次合金、同合金地金等生産実績】 

前年比+7.4％、6万5185ｔ、８カ月連続プラス。 

出荷は+7.1%、6万5157ｔ、８カ月連続プラス。 

内出荷先は、鋳物＋4.7％、ダイカスト+10.1％、板0％、

押出、－1.8％、鉄鋼＋6.8％、合金地金メーカー－4.2％。 

【輸出】 

アルミ新地金が前年比＋325.1％の417ｔ。二次合金

が－29.1％の1,624ｔ、スクラップが－11.6％の6,874t、

アルミ缶が＋19.3％の6,802ｔ。 

【輸入】 

アルミ新地金が前年比＋12.4％の16万2,829t。二次

合金が＋10％の11万7,437t、スクラップが＋54.1％の

1,065t、合金スクラップが＋32.3％の5,137t。 

【見通し】 

・自動車は生産が＋3.8%。国内販売台数が前年

比－7.3%。生産が２カ月連続プラス、販売が２カ

月連続マイナス。 

販売が増加に転ずるかどうか今後に注目。 

・住宅着工の動向については、前年同月比で＋１.3％

と増加で２カ月連続プラス。増加傾向が続くのかどうか

今後の動向に注目。 

・アルミ圧延・押出品生産数は、板類・押出生

産合計が前年比－2.6％、５カ月連続マイナス。 

今後更にマイナスが続くのか動向に注目。  

【アルミニウム２次合金、同合金地金等生産実績】 

前年比+7.4％、6万5185ｔ、８カ月連続プラス。 

出荷は+7.1%、6万5157ｔ、８カ月連続プラス。 

今後もプラスが続くか注目。 

・アルミ輸出は、アメリカの輸入規制に伴う地金高思

惑を受けて大幅増加。 

アルミ缶は内需の荷余り感から増加。 

・アルミ輸入は、全品種が中国塊の割安感から増加。 

【スクラップ需給予想】 

流通在庫は、中国塊の下落を受けてスクラップも連

れて下落しており、売り玉が多いものの買い手は少な

く飽和状態。 

需要面に関しては前月に続き自動車の生産、販売が

低迷していること、輸入地金の下落を受けて荷余り状

態になるのではないか？ 

【価格・為替予想】 

今月は米貿易戦争と鉱山ストの動向に左右される。

米中貿易戦争に関しては米ハーレー社の工場海外移転

検討などに代表されるように米製造業からも反発の声

がでてきており、両国間での歩み寄りが出てくるので

はないか？ 

鉱山ストに関しては、エスコンディーダ鉱山の労使

交渉に関しては7月中に解決される可能性があるが、

時期的にその他のストが起こる可能性があるのではな

いか。 

これらを踏まえた7月のアルミ価格は、米中貿易戦

争で両国間の歩み寄りが見られ、エスコンディーダ

鉱山で昨年同様労使交渉が決裂した場合2,300ドル付

近。両条件が揃わなかった場合現状から2,100ドル付

近まで下落するとの予想。 

為替は上記材料からドル円値は109円～112円（ＴＴ

Ｍ）台を予測。 

スクラップ購買価格に関しては0～－10円程度と予

測している。 

【「６月のアルミレポートおよび７月の見通し」終了】 

６月のアルミレポートおよび７月の見通し（3） 

橋本アルミ（株）橋本健一郎 
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 18日入電の海外相場は、LME

（ロンドン金属取引所）銅相場の

直物前場売値が、前日の6,143.00

ドルより1.50ドル安の6,141.50ドル。この日の直物後

場 買 値 は、前 日 の6,157.50ド ル よ り21.50ド ル 安 の

6,136.00ド ル。カー ブ取引 は前日 の6,192.00ド ル～

6,192.50ド ル よ り40.50ド ル 安 の6,151.50ド ル ～

6,152.00ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引所）

の銅相場（7月限）は、前日の275.70セントより1.75

セント安の273.95セント。SHFE（上海先物取引所）

の銅相場（8月限）は、前日の4万8,870元より130元安

の4万8,740元。 

18日の東京為替市場TTSレートは、前日の113.44円

より0.57円の円安ドル高の1ドル＝114.01円。NYカー

ブLME先物比は12.00ドル安。18日に入電したLME銅

相場のセツルメントは6,141.50ドル。この値と18日の

東京外国為替市場USドルTTSレートから計算した国内

採算値は、前日の73万6,000円より4,000円高の74万

円。この日、電気銅建値は73万円に据え置かれた。 

為替動向 

17日から18日午前にかけての外国為替市場で、円相

場は反落した。 

17日のロンドン外国為替市場、現地16時時点は前

日 の 同 時 刻 比0.50円 の 円 安・ド ル 高、1ド ル ＝

112.80円～112.90円だった。 

同日のニューヨーク外国為替市場は、前日比0.63

円の円安・ドル高、1ドル＝112.85円～112.95円で

取引を終了した。 

米連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長が

17日に米議会上院で証言し、米国経済について、

「力強いペースで拡大していくだろう」との見通し

を披露。その上で、金融政策については穏やかな形

での利上げが最善であるとの認識を示した。 

ロンドン・ニューヨーク市場では、FRBによる今

後の利上げ継続を確認した円売り・ドル買いが進行

した。円は対ドルで113円近傍まで下落、ただ節目

の水準を前に上値が重くなった。ニューヨーク市場

の ドル円レ ートの レンジ は、112.57円 ～112.93円

だった。 

18日の東京外国為替市場、午前9時の気配値は、1

ドル＝112.99円～113.02円、前日の17時時点に比べ

て0.65円の円安・ドル高。 

米FRBのパウエル議長が、議会証言で利上げ継続

の意向を示したことで、米長期金利の先高感を意識

した円売り・ドル買いが朝方から先行した。円相場

は節目の113円台に下落。東京株式市場で日経平均

株価が上昇していることもリスク選好の円売りにつ

ながっているもよう。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感（単位は千円） 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の

平均的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が595～600、上銅新のうちタフピッ

チや無酸素銅などは576～581、並銅は515～

520、込銅（高品位＝約97％）は475、セパは

462～467。コーペルは要り用筋で453、それ

以外は445ほど。黄銅削粉も同様に要り用筋

448、それ以外431～456どころの値頃。並青

銅鋳物削粉は447～452どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が

598～603、上 銅 新 く ず が565～585、普 通 上

銅が532～542、2号銅線が538～548、並銅が

503～504、込銅(90-93％)が462～429、下銅

が322～372、セ パ が429～439、コ ー ペ ル が

385～425、黄 銅 棒 地 が441～446、黄 銅 削 粉

が389～436、黄 銅 ラ ジ が340～348、交 叉 ラ

ジ が325～336、黄 銅 銅 鋳 物 が362～369、送

り が200～215、上 青 銅 鋳 物 が457～473、並

青銅鋳物が449～462、上青銅鋳物削粉が454

～473、並青銅鋳物削粉が447～451どころ。 

 三菱マテリアルは、17日、7月後半の山行故銅買値

(99％ベース)を発表した。山行故銅の買値は5万円引

き下げの52万円。これを受けて黄銅山送りも2万5,000

円引き下げとなった。直近6か月の買値は次の通り。 

2018年 

□２月 前半 60万円 後半 59万円 

□３月 前半 57万円 後半 57万円 

□４月 前半 55万円 後半 56万円 

□５月 前半 58万円 後半 59万円 

□６月 前半 57万円 後半 60万円 

□７月 前半 57万円 後半 52万円 

7月後半の山行故銅買値は5万円引き下げの52万円 三菱マテリアル 
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18日入電の海外相場は、銅の直物が、LME（ロンド

ン金属取引所）の公式値ベースで、前日の6,142.50ド

ルより1.25ドル安の6,141.25ドル。3か月物も、前日の

6,174.50ドルより.75ドル高の6,175.25ドル。LME公認

倉庫の銅在庫量は、前日の25万7,000トンより約3,000

トン増のおよそ26万トン。COMEX（ニューヨーク商

品取引所）の銅相場（7月限）は、前日の275.70セン

トより1.75セント安の273.95セント。カーブ取引は、

前日の6,192.00ドル～6,192.50ドルより40.50ドル安の

6,151.50ドル～6,152.00ドル。SHFE（上海先物取引

所）の銅相場（8月限）は、前日の4万8,870元より130

元安の4万8,740元。 

BHPビリトンの運営するチリ・エスコンディーダ銅

山労組が、経営側の初めて公式に提示する賃上げ提案

を拒否したと伝えられ、「チリでの供給が中断する可

能性」が再び報じられた。ただ、双方は週内に改めて

交渉するとしており、あまり材料視はされなかった。 

錫は下落 

LME錫相場の直物は、前日の1万9,602.50ドルよ

り107.50ドル安の1万9,495.00ドル。3か月物も、前

日 の1万9,612.50ド ル よ り210.00ド ル 安 の1万

9,402.50ドル。 

鉛は反落 

LME鉛 相 場 の 直 物 は、前 日 の2,182.50ド ル よ り

18.75ド ル 安 の2,163.75ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

2,197.00ドルより14.00ドル安の2,183.00ドル。 

亜鉛は反発 

LME亜鉛相場の直物は、前日の2,526.50ドルより

21.25ド ル 高 の2,547.75ド ル。3か 月 物 も、前 日 の

2,499.00ドルより22.50ドル高の2,521.50ドル。 

アルミはまちまち アルミ合金もまちまち 北米特殊

アルミ合金は反落 

LMEアルミ相場の直物は、前日の2,127.50ドルより

17.75ド ル 安 の2,109.75ド ル。3か 月 物 は、前 日 の

2,059.50ドルより5.25ドル高の2,064.75ドル。LMEア

ルミ合金相場の直物は、前日の1,785.00ドルより15.00

ドル高の1,800.00ドル。3か月物は、前日の1,785.00ド

ルより5.00ドル安の1,780.00ドル。LME北米特殊アル

ミ合金相場の直物は、前日の1,687.50ドルより7.00ド

ル安の1,680.50ドル。3か月物も、前日の1,715.00ドル

より7.50ドル安の1,707.50ドル。LME公認倉庫のアル

ミニウム在庫量は、前日のおよそ115万6,000トンより

約1万9,000トン増のおよそ117万5,000トン。 

ニッケルは続落 

LMEニッケル相場の直物は、前日の13,677.50ドル

より222.50ドル安の13,455.00ドル。3か月物も、前日

の13,787.50ドルより235.00ドル安の13,552.50ドル。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 

1トン程度･置場･現金･キロ当たり円 

関東地区(7月前半) 

2S＝203円～211円､63S＝200円～204円､アルミホ

イール(1P)＝195円～200円､ビス付サッシ＝149円

～153円､エンジンコロ＝155円～157円､込合金(機

械鋳物)＝151円～153円､缶プレス(ソフト)＝118

円～133円。 

関西地区(７月前半) 

2S=198円～206円､63S=196円～200円､52S=208

円～212円､印刷版=201円～206円､アルミホイー

ル(１P)=184円～189円､ベースメタル=208円～

213円､機械鋳物=155円～160円､ダライ粉=127円

～132円､ビス付サッシ=150円～155円､缶プレス

=136円～141円。 

LME銅はまちまち 先物が6営業日ぶりに小幅で反発 
カーブ取引は続落 COMEX銅相場も続落 SHFE銅相場は反落 
LME非鉄相場は概して地合が軟化 
亜鉛は反発 鉛は反落 ニッケルは３営業日の続落 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公式値 6,141.25 19,495.00 2,163.75 2,547.75 2,109.75 1,800.00 1,680.50 13,455.00

前営業日比 ▲ 1.25 ▲ 107.50 ▲ 18.75 21.25 ▲ 17.75 15.00 ▲ 7.00 ▲ 222.50

公式値 6,175.25 19,402.50 2,183.00 2,521.50 2,064.75 1,780.00 1,707.50 13,552.50

前営業日比 0.75 ▲ 210.00 ▲ 14.00 22.50 5.25 ▲ 5.00 ▲ 7.50 ▲ 235.00

LME公式値（単位：ドル）／7月17日（現地）

直物

先物



日刊金属 平成30年7月19日(木) （6） (第三種郵便物認可） 

入電 ・ 現地 7月17日）

フリー・マーケット

■米国生産者価格

銅(セント/ポンド） 　

銀(セント/オンス)ＨＨ社 1562.2

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.4 ～ 257.4

買 売　 買 売　 ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 ～ 357.35

銅ＡＧ       ■ロンドン相場（ドル）

現   物 6141.0 6141.5 6136.0 6138.0 金（オンス） 1232.8

前日比 ▲ 1.5 ▲ 21.5  アンチモン99.6％（トン) 8000 ― 8300

先   物 6175.0 6175.5 6172.0 6174.0 ビスマス99.99％(ポンド) 4.50 ― 5.00

出来高 165,391 カドミウム99.99％(ポンド) 1.30 ― 1.35

錫ＨＧ インジウム99.97％(キロ) 280 ― 310

現   物 19490.0 19500.0 19520.0 19570.0 セレニウム99.5％(ポンド) 18.60 ― 19.50

前日比 ▲ 105.0 25.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 7.30 ― 8.00

先   物 19400.0 19405.0 19450.0 19500.0 フェロモリブデン欧州産(キロ) 26.80 ― 27.60

出来高 4,550 コバルトカソード99.8％(ポンド) 39.50 ― 40.20

鉛 　 マグネシウム中国産99.9％(トン) 2400 ― 2600

現   物 2163.5 2164.0 2163.0 2165.0 タングステンAPT(MTU単位) 350 ― 355

前日比 ▲ 19.0 ▲ 10.0 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 105 ― 110

先   物 2182.0 2184.0 2181.0 2183.0 ■ＫＬＴＭ錫（Ｍドル／キロ、出来高トン）

出来高 44,452 （17日） （18日）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 相   場 78.97 79.44

現   物 2547.5 2548.0 2536.0 2538.0 出来高 30 37

前日比 21.0 0.0 ドル建て価格 19580 19580

先   物 2521.0 2522.0 2513.0 2515.0  ＯＤレート 3.7600 3.7600

出来高 106,222 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.0332 4.0570

アルミＨＧ 　 採算円／キロ 2388  2414

現   物 2109.5 2110.0 2084.5 2086.5  US$採算円／キロ 2226 2237

前日比 ▲ 20.0 ▲ 4.0 ＬＭＥ在庫（トン） 在庫 増減

先   物 2064.5 2065.0 2049.0 2051.0 銅 259,725 2,525

出来高 446,309 錫 3,280 10

アルミ合金 　 鉛 127,600 0

現   物 1795.0 1805.0 1770.0 1780.0  亜鉛 239,625 ▲ 2,425

前日比 15.0 ▲ 10.0 アルミ 1,175,075 19,375

先   物 1775.0 1785.0 1775.0 1785.0 アルミ合金 12,520 0

出来高 1,876 北米特殊ＡＬ合金 158,840 ▲ 200

北米特殊アルミ合金  ニッケル 263,298 ▲ 222

現   物 1680.0 1681.0 1676.0 1686.0  コメックス銅在庫（トン） 218,205 ▲ 644

前日比 ▲ 9.0 ▲ 7.5 上海在庫（トン） 銅 234,696 ▲ 23,982

出来高 2,013 (7／13 現在） アルミ 917,655 ▲ 15,160

ニッケル 亜鉛 58,016 ▲ 16,919

現   物 13450.0 13460.0 13450.0 13475.0 鉛 11,999 4,859

前日比 ▲ 220.0 ▲ 280.0 ＮＹカーブ 銅 6159.50 ～ 6160.50 ▲ 31.50

先   物 13550.0 13555.0 13550.0 13575.0 アルミ 2030.50 ～ 2031.50 ▲ 31.00

出来高 110,610

ＮＹコメックス相場 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 8月限 48740 13975 20410 18825

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム 9月限 48820 14045 20250 18305

7月限 273.95 1225.7 1554.6 815.8 916.60 前 日 比 ▲ 130 25 ▲ 475 ▲ 345

8月限 274.35 1227.3 1557.7 817.4 917.20 出 来 高 78432 29504 133136 60596

9月限 274.70 1229.9 1561.7 820.7 909.20

10月限 275.60 1232.3 - 819.9 -

11月限 276.45 - - - -

前 日 比 ▲ 1.75 ▲ 12.4 ▲ 18.9 ▲ 6.5 ▲ 4.30

出 来 高 103,988 337,574 80,135 - 4,950

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートにて換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 17.08

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 6142 19500 2164 2548 2110 13460 274 48740 13975 20410 18825

114.01 6180 2423 284 330 253 1735 733 832 239 349 322

+0.57 + 5445 - 1 - 1 + 3 - 1 - 17 + 0 - 8 - 1 - 11 - 8 

セツルメント＝現物・前場・売

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン

　

（7月18日

元・円（前日）＝



日刊金属 平成30年7月19日(木） （7） (第三種郵便物認可） 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 

銅小板2.0ミリ  950  980 亜鉛板0.3×3×7  620  620 

建築用0.3ミリ  960  990 印刷用亜鉛板トッパン用  800  800 

銅大板2×1×2  1120  1180 給水管13ミリ  310  310 

銅管(ベース)  1140  1160 鉛板1.5ミリ  340  340 

水道用管(m当たり)13ミリ  820  840 鉛線3ミリ  465  475 

銅棒25ミリ  930  970 軽圧品(仲値) 大阪 東京 

銅条1.5×100  940  960 アルミ箔0.007ミリ  945  1005 

銅線0.9ミリ  1010  1040 　〃　小板1ミリ  520  510 

銅帯6×50  930  980 　〃　大板1ミリ  510  500 

銅平角線  1210  1200 　〃　5052板  650  550 

黄銅小板2.0ミリ  810  830 　〃　5083板  665  565 

　　〃　0.3ミリ  830  830 　〃　2017板  1035  925 

黄銅大板2×1×2  980  1030 　〃　線3ミリ  645  560 

黄銅管  1360  1300 　〃　快削棒25ミリ  785  780 

復水器用黄銅管  1355  1355 　〃　合金棒25ミリ(17S)  790  760 

黄銅棒快削25ミリ  680  680 　〃　合金棒25ミリ(56S)  770  720 

六角棒  720  710 

四角棒  750  740 貴金属(一般小口向け)

鍛造用  730  720 白金(グラム)

ネーバル  820  820 パラジウム(グラム)

高力  820  820 金(グラム) 合金鉄 5月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1005  1035 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  147 

黄銅平角線ロール仕上  1210  1250 　　　〃　　　その他  176.9 

黄銅条1.5×100  795  825 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  160 

リン青銅板一般用1.0ミリ  1980  1960 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  161.7 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2200  2170 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  2124 

リン青銅棒25ミリ  2240  2250 タンタル フェロバナジウム  5676 

リン青銅線3ミリ  2420  2400 マグネシウム フェロニッケル33％未満  432.7 

洋白板一般用1.0ミリ  2860  2810 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3030  2990 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 東京 

1種　 BC　1種　  825 ー　

2種　 2種　  995 ー　

3種　 3種　  1040 ー　

4種　 6種　  885 ー　

5種　 7種　  920 ー　

7種　 YBSC　3種　  740 ー　

8種　 LBC　3種　  1005 ー　

9種　 PBC　2種　  1060 ー　

◆ 64150 

（7月18日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 3306 

 3688 

◆ 4862 

 9650 

 34604 

7月17日改定 7月17日発表

 2710 

5月通関（CIF）

 256 

 2193 

 35353 

 260 

 2265 

 2190 

 915 

 825 

 745 

 2565 

 2635 



日刊金属 平成30年7月19日(木) （8） (第三種郵便物認可） 

山元建値　 電気銅 730(12) 金 4588(18)

（）実施日　 電気鉛 307(17) 銀 58,040(18)

電気亜鉛 328(17) 錫(99.99％) 3,600(10)

キロ当たり円

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  650  647 電 気 銅 ◆ 702 ◆ 697 ◆ 704 ◆ 699 

2 号 銅 線  590 電 気 亜 鉛  310  305  310  305 

上 銅 ( 新 切 )  622  621 蒸 留 亜 鉛  301  296  301  296 

雑 ナ ゲ ッ ト  560  562 ダ イ カ スト 亜鉛 2種  240  234  240  234 

並 銅  571  569 再 生 亜 鉛 (98 ％ )  210  205  210  205 

下 銅  544  540 電 気 鉛  287  282  287  282 

銅 削 粉  547  544 再 生 鉛 1 号  267  260  267  260 

銅 さ い (30 ％ )  25  25 再 生 鉛 3 号  271  256  271  256 

新 切 黄 銅 セ パ  470  486 錫 1 号  2350  2300  2350  2300 

コ ー ペ ル  446  456 ア ン チ モ ン  1080  1030  1080  1030 

黄 銅 棒 地  448  453 ニッケル (メッキ用 )  1750  1700  1750  1700 

黄 銅 削 粉  442  449 コ バ ル ト  10700  10400  10700  10400 

並 黄 銅  432  421 セ レ ニ ウ ム  4900  4700  4900  4700 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  331  320 ビ ス マ ス  1400  1300  1400  1300 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  374  349 カ ド ミ ウ ム  500  450  500  450 

黄 銅 鋳 物  434 水 銀  1800  1700  1800  1700 

山 送 り ◆ 235 ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◎ 271 ◎ 267 ◎ 273 ◎ 269 

上 青 銅 鋳 物  510 ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  217  212  217  212 

並 青 銅 鋳 物  496  497 〃 90 ％  209  204  209  204 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  501  491 アルミ二次合金ADC12  319  314  322  317 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  488  481 鋳 物 用 C2BS  344  339  346  341 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 )  644 青 銅 合 金 地 金 3 種  995  985  1030  1020 

〃 ( 鋳 物 )  627 〃 6種  865  855  875  865 

リ ン 青 銅 削 粉  528  516 ハ ン ダ 錫 60 ％  1880  1840  1905  1875 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  546  530 〃 50 ％  1665  1615  1690  1660 

新 切 亜 鉛  123  123 〃 40 ％  1510  1450  1470  1440 

ダ イ カ ス ト く ず  103  103 減 摩 合 金 2 種  2620  2590  2625  2595 

亜 鉛 ド ロ ス  103  83 〃 4 種  2250  2225  2255  2225 

上 鉛  117  115 〃 7 種  885  835  885  835 

電 池 巣 鉛 ケ ー ス 込  45  42 ス テ ン レ ス ・ 特 金  75  70 

活 字 鉛  112  109  60  55 

新 切 ア ル ミ 1 級  169  172  18  18 

新 切 サ ッ シ 1 級  170  173  130  130 

新 切 合 金 1 級  160  163  ―　  ―　 

機 械 鋳 物 1 級  123  123 

ビ ス 付 サ ッ シ P  109  112 

合 金 削 粉 P  100  100 

込 ガ ラ P  90  92 

カ ン ・ バ ラ  83  87 

〃　ダライ粉　

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切　

〃　　ダライ粉　

13クローム　新切　

ハイス　　9種　

◎上げ　◆下げ (7月18日調べ) インジウム大口(99.99％) 42,000 ～ 46,000(1)

大　阪 東　京


